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今月の

話題 牛乳をもっと飲もう
一My牛 乳のすすめ

饗

消費者の望む牛乳とは

■

果たして消費者はどんな牛乳を望んでい

るのか?酪 農大生 ・一般市民それぞれ70名

を対象 とした調査(2006年10月)で は、一

般市民は 「おいしい低脂肪牛乳」と 「安全

な牛乳」への要望が強く、学生の場合はさ

らに、「後味がすっきりした牛乳」、「一本で

一日に必要なカルシウムが摂取できる牛

乳」、「運動後に飲める牛乳」といらた要望

が加わった。

このように消費者の要望は多様であるこ

とから、いろいろな牛乳を飲み比べて 『My

牛乳を探そう!!』といった取 り組みを考 えて

はいかがだろうか。イベントで飲み比べ コ

ーナーを設けても良いが、各社が協力 し、

数種類のバーコードを集めると牛柄グッズ

や乳製品が当るキャンペーンを展開するの

も効果があるのではないかと思う。学生の

場合は価格で牛乳(低 脂肪牛乳)を 選ぶこ

とも多いが、飲み比べてみると牛乳の味に

も個性があることが分かってくる。そこで

探したそれぞれの牛乳を、普段飲むのはA

牛乳、カレーを食べる時にはB牛 乳、運動

の後にはC牛 乳 というように飲用の場面ご

とに使 い分 けるの もお もしろい。

本 学 において10種 類 の牛乳 で官能評価 を

行 ったところ、「第一印象」 と 「新鮮 感」の

評価が高い牛乳 は、「総合評価」においても

高 い評価が得 られ る傾 向 にあった。牛乳 の

おい しさの基準 は、個 人の し好 に左右 され

るの は否定 で きないが、口に含 んだ時の第

一印象 で決 まる(成 分
、殺菌温度、脂肪球

の大 きさ、 どの ような容器 で あるか な ど)

ともいえるのではないだ ろうか。 これ を踏

まえて生産者 や業界 の方 々には、 自信 を持

って 『7Vly牛乳 の生産』に取 り組 んでいただ

きたいと願 う。

食生活における牛乳摂取の現状

■

ここ数年の牛乳の消費量 揃出調査)は 、

学生の30%が 「減った」と答えてお り、そ

の理由の大半が 「学校給食がなくなって飲

む機会がないから」であり、「他の飲料を飲

むから」よりも高率となった。さらに大学

生の一人暮 らしの場合は、経済的な理由も

重なり、大型パックの牛乳をいつも冷蔵庫

にス トックしておくことなどは考えにくい。

また3日 間で食べたものを絵 に描いてもら

ったところ、特に男子学生では、食事は1

畜 産 の 情 報[国 内編】2007.9



一
、

日に一食 か二食で、納豆 ご飯、卵かけご飯 、

モヤ シ妙 め、 カップめん、パ ンだ け とい っ

た状態 のため、 まともな食事 とはい えなか

った。この結 果か ら、まず食生活 の基本 は

多様 な食 品をバ ラ ンス よ く食べ るこ とが大

切 であ るが、 ここに牛乳 を取 り入れ る と簡

単 に栄養 のバ ラ ンスが と りやす くなること

を もっ と積極 的 に啓発 す る必 要 を感 じた。

実際 に(社)日 本 酪 農乳 業協 会主 催 の牛

乳 ・乳 製品利用料 理 コンクールに学生 が応

募 した作 品の中に、 カップめんに沸騰 した

牛乳 を加 えて3分 間待つ だけの 『酪農 ラー

メ ン』が あ り、エ ネルギー と栄養素 の充足

率 を通常の作 り方の場合 と比較 してみると、

エネルギーの増加 分 はわずかであったが、不

足 していたたんぱ く質、カル シウム、 ビタ

ミンD、 ビタ ミンB2な どの微 量栄養素が大

幅に増加 することが分 かった。

牛乳をもっと飲もう

■

牛乳の消費拡大対策は現在のところ思う

ような成果は得られていない。今後、牛乳

の消費拡大を推進していく中で、牛乳は優

れた食品であるということをもっと一般消

費者の身近にあるマスメディア(タ ウン情

報誌など)を 介 して啓発する必要があると

考える。さらに、周知の牛乳の良さに加え、

少し違う視点から牛乳の良さをアピールし

てはいかがだろうか。若い女性の中にはダ

イエットのために牛乳を摂取しないケ0ス

もみ られるが、牛乳は飲んでも太 らないば

かりか、牛乳を多く飲んでいるグループの

方が、牛乳を飲まないあるいは牛乳摂取の

少ないグループより体脂肪率が低いとの報

告があり、「牛乳を飲むと太る」という誤解

を解 くには有効 であ る。また、よ しき皮 膚

科 ク リニ ック銀座 の吉木伸子 院長が、12週

間、3-A-Day(牛 乳 ・ヨーグル ト ・チーズ

をどれで も自由に1日3回 または3品 摂取)

を実践 した人 と実践 していない人の肌 の状

態 を比 較 して、牛 乳 ・乳製 品の肌 への効果

について報告 しているが、その摂 取効果 に

ついて驚 くほど良い結果 が示 された とい う。

正 しい知識が得 られ る本 がベス トセ ラーに

なれば牛乳消 費の応援 団 として とても心強

い ものである。また、牛乳 は優 れた栄養素 を

総合 的 に得 られるに もかかわ らず安価 な食

品であるこ とを考 え合 わせれば、高価 なサ

プ リメ ントに頼 る必要性 もな くなる。

牛乳をもっと食べよう

■

3-A-Dayを 実現可 能な ものにするため、そ

の一回分 を料 理 に使 うことを提案す る。普

段 のみそ汁 に牛乳 を加 えるだけの ミルクみ

そ汁 や仕上 げの調味液 に牛乳 を使 ったお こ

わ、出 し汁の代 わ りに牛乳 を使 って仕上げる

うの花や茶碗蒸 し、あるいはサバや里芋 のみ

そ煮 に牛乳 を加 えるなどは、和風料理 にも牛

乳 の相性 の良い ことが分か って もらえる使

い方 だ と思 う。 これ らの料理 につ いては本

学 の実習で実施 しているが、学生か らは、お

い しいので牛乳 嫌いで も食べ られ ると思 う

との コメ ン トもあった。 この ように牛乳 ・

乳製 品 を料理 に もどんどん活用 して、本来

とは一 味違 った味わい を楽 しみ なが ら健康

に毎 日を過 ごしていただきたい と考 える。
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